
 

 

 

 

オヤジライダーが行く 
だまだ残暑が厳しい今日この頃ですが、皆さんいかがお過ごしでしょうか、お元気ですか。稲穂もだいぶ成長しており頭を垂れ始めて

います。また果実もだんだんと大きくなり、来る収穫の時を待っています。今年は豊作でしょうか？また９月は例年台風が多い季節な

ので皆さん雨・風等の災害にはくれぐれも注意しましょう。 

 さてオヤジライダーですが、先月のお盆休みにツーリングに行って来ました。行先は東北方面で、８月 14日～16日の２泊３日の行程です。

今回は林道ではなく、オンロードバイクにて観光地巡りです。前日まで台風崩れの影響で天気が悪く、当日も様子見でした。今回は山形、

秋田を巡る予定で、まずは一番の目的地である通称山寺で有名な山形市の立石寺を目指しました。朝も 3 時半に出発です。当初は東北自

動車道にて行くつもりでしたが、太平洋側は雨だったので急遽、日本海側まわりで行きました。北陸道、日本海東北自動車道と進み、荒井胎

内 I.C より国道 113 号を進みます。その先東北中央道、山形道の山形北 I.C で降りますが、ここでまさかの雨、オヤジライダーびしょ濡

れです。幸いお盆休みの会社の玄関先に勝手に止めて雨宿りです。時間は朝の 9時頃で、もうすぐ山寺に到着なのですが、雨雲レーダーを見

ると、ずーっと雨予報！結局断念をして日本海側へ行く事にしました。本来ならば山寺で 1015段の石段を登り参拝をするつもりでした。

また階段を一段上る毎に煩悩（ぼんのう）が消えるというのでオヤジライダーは少しの邪心を清めたいと思いましたが、すでに仏様には見透

かされている様で「あなたは 1015 段を 2、いや 3 往復しないと煩悩は消えませんので、体力つけて出直して来～い！」と、ごもっともでご

ざいます。という事で山寺は次回となりました。その後雨が追ってくるのを逃げながら月山方面へ進みます。途中に月山湖があり、日本一の

高さという噴水がありましたので写真だけ撮り、雨に追われながら先に進み酒田市まで来ました。ここまで来ると天気も良くなりました。 

酒田市では山居倉庫（さんきょそうこ）という大規模な昔の米蔵が有名で、ここを見学しました。海に注ぐ最上川沿いにあり、大きな米

蔵が幾つも連なっており米どころという風格がありました。また川沿いの風情と欅並木とも相まって良い雰囲気でした。ここで同年代ライダ

ーと色々と話をしました。その後お土産屋にて名物サクランボのお菓子を買いましたが、さすがはお盆休み、めちゃくちゃ混んでいました。

ここより秋田方面に進んだ所にあるコアなスポットの丸池様と呼ばれる丸池神社へ行きました。ここは御神体が瑠璃色をした池となって

おり、神様は三女神という事です。オヤジもこの美しい池の写真を撮り参拝してきました。分りづらい所でしたが、観光客も多数来ていまし

た。また脇の清流も澄んでいてとても綺麗でした。その後は鶴岡市へ行き、予約しておいたいつものネットカフェに泊まりました。 

次の朝は 6 時に出発、今日が旅行本番です。まずは山形、秋田に跨る道、鳥海ブルーラインへ行きました。標高も上がり登山道付近

にある展望台からは日本海と庄内平野が見渡せ、何とも美しい景色が見られます。その先にはこれから行く男鹿半島も見えました。ブルー

ラインを走り抜け国道 7 号へ、その先の道の駅象潟に寄り、ここで休憩です。気温も上昇し 30 度を超えてきました。9 時になったので次の

目的地、白瀬南極探検隊記念館へ寄りました。日本人で初めて南極大陸を目指した秋田県出身の白瀬矗（のぶ）隊長と探検隊、その足

跡とロマンや、また南極に関する展示物があります。その他白瀬の名が付いた南極観測船の模型や、雪上車、シアターも見てきました。 

その後また 7号線を北上し、男鹿半島、男鹿市へ行きました。国道 101号から海沿いの県道を進みます。潮の香がするとても気持ちの良い

道を進んで行くと、ゴジラ岩や男鹿水族館があります。またこの道は途中、断崖の上を走る道があり海はとても綺麗なのですが、その高さ

に、オヤジライダー毎回来るたびにちょっと怖さを感じてしまいます。（オヤジはビビリなのです。） 

その先、先端の入道崎へ行きました。二十代の頃に登った縞模様の懐かしい灯台が見えました。歩いて海辺近くまで行きます。ここからの

海岸の景色も素晴らしい物がありますので写真を撮ってきました。また観光客も多かったのですが、お店は半分が廃墟状態でした。もう 13時 

過ぎでしたが、まだ予定があるので食事もせずに進みます。次はこれまた男鹿半島では有名な寒風山です。ここには 360度回転する展望台

があります。また周りは草原の様であり、男鹿半島を海まで一望出来るとても良い場所です。ここで暫し景色を堪能してきました。オヤジラ

イダー走りっぱなしでだいぶ疲れてきました。が、まだ先に進みます。次は日本一深い湖で有名な田沢湖へ向かいました。平野や山道を走

り、2時間程で到着です。湖面は波が高い状態でした。田沢湖と言えば金色のたつこ像が有名なのですが、やはりこの像の写真を撮るのがセ

オリーなので、オヤジも撮ってきました。また神社にもお参りしてきました。と、本日の観光予定はこれで終了です。もう夕方 4時半過ぎで

す。今日の宿は岩手県盛岡駅前に予約してあるのでそちらへ向かいます。ここから約 2時間の行程です。それにしても昨日からの走行も 1000

キロを超えました。途中休みながらやっとビジネスホテルに到着しました。もう夕方 6 時半です。早速フロントに行きましたが、何と駐車

場にバイクを止められない！（市の条例で）と言われてしまいました。驚きです。では何処に止めれば良いか聞くと市営の駐輪場へと言

われ、盛岡駅の反対側だと。そこに置いて歩いて来てくれと。やっと到着したのにそんな遠くに愛車を止めて来いとは！と思いながらも仕方

なく行きましたが、これがまたとても分かりづらく、何人かに尋ねてやっと分かりました。が、また入口が狭い。オヤジライダーの大型バイ

クはやっと通れる幅しかありませんし、照明もありません。何とか押して入ったのですが、最後にバイク後ろの荷物ケースがゲートの柱に

接触し、バランスを崩してまさかの転倒！オヤジライダーとてもショックです。が、ただでさえ重いバイク、とても起こせず、歩いていた

お兄さんに手伝ってもらい起こしました。オヤジもうヘロヘロです。が、ゆっくりもできずここから荷物とヘルメットを持って汗だくでホテ

ルまで１５分かけて歩いて行きました、もうノックダウンです。と、隣のホテルを見ると何とバイクが駐車してあるではないですか！オヤジ、

ホテル選びを間違えた様です。その夜は居酒屋で食事をし、ビールを数杯飲んだ所で酔ってしまい部屋に戻って寝てしまいました。 
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